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INFORMATION

インフォメーション

電子申請用ＱＲコード

 税金
休日納税相談窓口　６月 29 日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線 193・194

休日納入窓口　6 月 29 日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み

 （通帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線 158・159

毎月末の日曜日は納税相談
納入窓口を開設しています

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

年
６
月
ま
で
）
。

・
現
在
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
分
ま
で
免
除
・
猶
予
の

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
年
度
ご
と
に
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

申
請
す
る
年
度
に
対
応
す
る
前

年
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

・
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
す
み

や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
方
法
や
書
類
な
ど
、
不
明

な
点
な
ど
は
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基

礎
調
査
お
よ
び
商
業
統
計
調
査

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平

成
26
年
７
月
１
日
に
、
平
成
26
年

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」、

「
４
分
の
３
免
除
」、「
半
額
免
除
」、

「
４
分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
申

請
し
、
承
認
を
受
け
る
と
そ
の
期

間
の
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

30
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
納
付
を

猶ゆ

う

よ予
す
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

も
あ
り
ま
す
。

※
継
続
申
請
も
で
き
ま
す
。
申
請

時
の
ご
希
望
に
よ
り
翌
年
度
以
降

も
継
続
し
て
免
除
・
猶
予
の
審
査

が
で
き
ま
す
。

注
意　

失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て

承
認
さ
れ
た
人
や
４
分
の
３
免

除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免

除
を
承
認
さ
れ
た
人
は
、
翌
年

度
も
申
請
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
年
金

手
帳
、
②
印
鑑
、
③
転
入
者
な

ど
、
所
得
状
況
が
町
で
把
握
で

き
な
い
人
は
、
所
得
状
況
を
明

ら
か
に
で
き
る
書
類
（
課
税
証

明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申

告
書
の
写
し
な
ど
）、
④
失
業

な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
証
明
書

申
請
受
付
、
免
除
・
猶
予
の
承
認

期
間
の
注
意
点

・
平
成
26
年
度
の
免
除
、
猶
予
申

請
の
受
付
が
で
き
る
の
は
、
７

月
１
日
か
ら
で
す
（
承
認
期
間

は
平
成
26
年
７
月
か
ら
平
成
27

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
と
平

成
26
年
商
業
統
計
調
査
を
一
体
的

に
実
施
し
ま
す
。

　

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ

び
企
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ

　

内
線
３
２
３

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
公
開
し
ま
す

　

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会
議
で

は
、
第
６
期
毛
呂
山
町
高
齢
者
総

合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
審

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

の
傍

ぼ
う
ち
ょ
う

聴
お
よ
び
会
議
の
議
事
録
を

閲え
つ
ら
ん覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
に
つ
い
て
は
、
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

持
参
す
る
も
の  

登
録
を
希
望
す

る
古
式
銃
砲
刀
剣
類
、
刀
剣

類
（
古
式
銃
）
発
見
届
出
済
証
、

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
通
知
書

審
査
手
数
料　

１
件
６
３
０
０
円

の
埼
玉
県
収
入
証
紙
（
役
場
会

計
課
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
県

庁
本
庁
舎
お
よ
び
第
２
庁
舎
地

下
売
店
で
購
入
可
）

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

―
８
２
８
２

「
菊
の
苗
木
」
の
無
料
配
布

㊐　

６
月
19
日
木
午
前
９
時
か
ら

（
雨
天
決
行
）

場　

役
場
正
面
玄
関
前

配
布
数　

１
人
４
本
程
度
（
先
着
順
）

※
苗
木
が
な
く
な
り
次
第
終
了

主
催　

毛
呂
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
、
毛
呂
山
菊
花
会

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
２

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修

工
事
の
補
助
金
交
付
制
度

　

平
成
21
年
4
月
よ
り
、
地
震
に

よ
る
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

防
ぎ
、
安
全
な
住
宅
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で

費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
お
よ
び
耐

震
改
修
工
事
を
お
考
え
の
人
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

補
助　

耐
震
診
断
／
5
万
円
（
費

用
の
2
分
の
1
が
上
限
）、
耐

震
診
断
を
行
い
、
補
強
が
必
要

と
な
っ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
／
20
万
円
（
費
用
の
2
分
の

1
が
上
限
）

※
こ
の
補
助
制
度
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

　

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

　

４
５

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家

族
へ
の
援
護
金

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
埼
玉
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
、
援
護
一
時
金
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
保
護

者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
交
通

事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故

が
対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は

重
い
障
害
を
負
っ
た
18
歳
以
下
の

人
を
い
い
ま
す
。

給
付
対
象
者　

平
成
25
年
４
月
１

日
以
降
、
交
通
遺
児
等
と
な
っ

た
県
内
在
住
の
18
歳
以
下
の
人

給
付
額
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）

10
万
円
（
１
回
の
み
）

給
付
時
期　

平
成
26
年
10
月
ま
た

は
平
成
27
年
４
月

申
請
書
類　

役
場
ま
た
は
、
学
校

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
26
年
10
月
支
給

分
／
平
成
26
年
８
月
31
日
ま

で
、
平
成
27
年
４
月
支
給
分
／

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

提
出
先　

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦

和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参

（
〒
３
３
０
―
０
０
６
３
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―

18
、
ｔ
０
４
８
―
８
２
２
―

０
１
９
１
）

問　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
・

　

交
通
安
全
課
ｔ
０
４
８
―
８
３

　

０
―
２
９
５
８

『
第
37
回
ふ
れ
あ
い
住
宅

デ
ー
』

～
住
宅
な
ん
で
も
相
談
～

　

住
む
人
に
優
し
い
住
宅
の
耐
震
、

新
・
増
改
築
な
ど
、
住
宅
な
ん
で

も
相
談
を
地
元
の
建
設
職
人
が
お

応
え
し
ま
す
。

㊐　

６
月
８
日
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時

場　

前
久
保
中
央
公
園
、
武
州
長

瀬
駅
前
広
場

問　

埼
玉
土
建
坂
戸
支
部
ｔ
２
８

　

１
―
８
０
０
１

㊐　

７
月
３
日
木
午
後
１
時
30
分

か
ら

場　

役
場
２
０
４
会
議
室

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

福
祉
係
ｔ
内
線
１
５
６

計
量
器
「
は
か
り
」
の
定

期
検
査
を
行
い
ま
す

㊐　

６
月
17
日
火
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

場　

役
場
前
駐
車
場

料　

は
か
り
の
種
類
、
能
力
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す

対　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ

れ
る
は
か
り

問　

役
場
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
ｔ
内
線
１
７
５

古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類

の
登
録
審
査

　

未
登
録
の
古
式
銃
砲
お
よ
び
刀

剣
類
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
警
察

署
に
発
見
の
届
出
を
済
ま
せ
、
埼

玉
県
教
育
委
員
会
の
登
録
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

審
査
日
時 

７
月
11
日
金
、
９
月

11
日
木
、
11
月
13
日
木
、
平
成

27
年
１
月
20
日
火
、
３
月
４
日

水
午
前
10
時
～
11
時
45
分
、
午

後
１
時
～
３
時

場　

埼
玉
県
庁
第
３
庁
舎
講
堂

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３

―
15
―
１
）
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か
に
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
お

見
合
い
相
手
の
親
友
の
海
軍
少

尉
。
そ
し
て
悦
子
は
衝
撃
的
な

事
実
を
知
ら
さ
れ
る
。

場　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

講
堂
（
東
松
山
市
）

料　

入
館
、
鑑
賞
と
も
に
無
料

定　

先
着
１
６
０
人

問　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

（
埼
玉
県
平
和
資
料
館
）
ｔ
０

　

４
９
３
―
３
５
―
４
１
１
１

『
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採

用
合
同
説
明
会
』

　

市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー

ス
で
は
、
市
町
村
の
特
色
や
職
員

の
募
集
状
況
、
勤
務
条
件
、
仕
事

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
人

事
担
当
者
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
採
用
試
験
や
面
接
試

験
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
場

料
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

※
毛
呂
山
町
も
合
同
説
明
会
に
お

い
て
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。

㊐　

７
月
10
日
木
午
後
１
時
～
６

時
（
入
場
は
５
時
ま
で
）

場　

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く

り
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市

町
村
職
員
担
当
☎
０
４
８
―

鎌
倉
街
道
と
川
角
古
墳
群

の
下
草
刈
り
と
清
掃

　

歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の
鎌
倉

街
道
・
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り

と
清
掃
を
行
い
ま
す
。
刈
っ
た
草

や
倒
れ
た
木
の
片
付
け
な
ど
も
行

う
の
で
、
特
別
な
道
具
が
な
く
て

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

㊐　

６
月
21
日
土
午
前
９
時
～
正

午
（
小
雨
決
行
）

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

資
料
館
周
辺
の
鎌
倉
街
道

と
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
、

清
掃
な
ど

持
ち
物　

刈
払
機
な
ど
の
草
刈
り

用
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
映
画
会

邦
画　

『
紙
屋
悦
子
の
青
春
』

㊐　

６
月
14
日
土
午
後
１
時
30
分

か
ら

内
容　

敗
戦
の
色
濃
い
昭
和
20
年

春
。
両
親
を
失
っ
た
娘
・
紙
屋

悦
子
は
鹿
児
島
の
田
舎
町
で
兄

夫
婦
と
つ
つ
ま
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
兄

の
後
輩
の
少し

ょ
う
い尉

と
の
お
見
合
い

話
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
ひ
そ

対　

未
就
園
児
の
親
子　

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
―

０
８
５
７

『
梅
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す

滝
ノ
入
特
産
の
里
梅
祭
り

㊐　

６
月
21
日
土
・
22
日
日
午
前

　

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

滝
ノ
入
農
産
物
直
売
所

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す

問　

滝
ノ
入
特
産
の
里
ｔ
２
９
４

―
２
０
８
９
秋
馬

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
祭
り

㊐　

６
月
28
日
土
・
29
日
日
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
直
売

所
前

内
容　

完
熟
梅
（
南
高
梅
、
白
加

賀
梅
）
の
販
売

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す

問　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
生
産
部
会

ｔ
２
９
４
―
２
０
８
９
秋
馬

『
史し

せ
き跡

崇す
う
と
く
じ
あ
と

徳
寺
跡
調
査
速
報
展
』

　

町
指
定
史
跡
崇
徳
寺
跡
の
最
新

の
発
掘
調
査
情
報
を
出
土
品
や
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
日
～
29
日
日

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

　

―
８
２
８
２

『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
！　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
19
日
土
午
前
８
時
受
付
、

午
前
８
時
30
分
開
会
式
、
午
後

３
時
終
了
予
定

※
小
雨
決
行

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
ペ
タ
ン
ク

広
場

対　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

申
・
問　

７
月
４
日
金
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ｔ
２
９
４

―
７
１
０
１
、
ｆ
２
９
４
―

７
１
０
６
へ
申
込
み　

※
３
人
１
組
ま
た
は
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は
チ
ー

ム
戦
（
３
人
）
で
す
。
個
人
で
の

申
込
者
は
、
個
人
申
込
者
同
士
で

チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

旭
台
保
育
園
『
園
庭
開
放
』

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

㊐　

７
月
７
日
月
午
前
10
時
～
11
時

場　

旭
台
保
育
園　

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

６
６
４
―
６
６
８
１

『
求
人
企
業
合
同
面
接
会
』

　

県
内
企
業
が
多
数
参
加
予
定
で

す
。
採
用
担
当
者
と
直
接
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

㊐　

６
月
12
日
木
午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

30
分
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

４
階
市
民
ホ
ー
ル

対　

平
成
27
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
の
卒
業
見
込
者
お
よ

び
１
～
３
年
内
の
既
卒
者

そ
の
他　

予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
、
履
歴
書
複
数
持
参
、
求
人

情
報
を
来
場
者
全
員
に
配
布

※
参
加
企
業
名
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
（
ｈh

ttp
:/

/
w

w
w

.k
o

ta
ik

y
o
u

-
s
a
ita

m
a
.n

e
.jp

）

問　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

不正大麻・けし撲滅運動に

　　　　　　　　ご協力を！

　５月・６月は、不正大麻・けし

撲滅運動の実施期間です。植えて

はいけないけしを発見したら、坂

戸保健所に連絡してください。

問　坂戸保健所ｔ２８３—７８１５
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

事業名 対象者 支給額 支給申請

児童手当

15 歳到達後、最初の 3 月

31 日までの間にある児童

を養育している人に支給さ

れます。

【所得制限あり】

3 歳未満の児童　一律 15,000 円（月額）

3 歳以上の小学校修了前の児童

　第１子／ 10,000 円（月額）

　第２子／ 10,000 円（月額）

　第３子以降／ 15,000 円（月額）

中学生　一律 10,000 円（月額）

受給資格が生じた場合、

認定請求書を提出し、認

定を受けてください。認

定を受けない場合は、手

当は受けられません。

【手当の支給は認定請求

をした日の翌月からとな

ります。】

児童

扶養手当

18 歳到達後、最初の 3 月

31 日までの間にある児童

を養育している家庭（母子

など）で公的年金を受給し

ていない人に支給されます。

【所得制限あり】

 1 人 / 月額 41,020 円

  　　 （一部支給 41,010 円～ 9,680 円）

 2 人 / １人の場合の月額に、月額 5,000 円を加算 

 3 人以上 / ２人の場合の月額に、１人につき月額

　　　　　 3,000 円を加算

※所得額により一部支給となる場合があります。

特別児童

扶養手当

精神または心身に障害のあ

る 20 歳未満の児童を養育

している人に支給されます。

【所得制限あり】

1 級（重度）/ 月額（1 人につき）49,900 円

2 級（中度）/ 月額（1 人につき）33,230 円

こども医

療費支給

15 歳到達後の年度末まで

の間にある児童が、保険診

療で病院などにかかった場

合に支給されます。

医療費の自己負担額の一部が支給されます。 受給資格が生じた場合、

受給資格の登録申請をし

てください。登録がない

場合は医療費の請求はで

きません。　　　　

【受給資格は登録申請を

した日から有効となりま

す。】

ひとり親

家庭等医

療費支給

ひとり親家庭などで 18 歳

到達後の年度末までの間に

ある児童および児童を養育

している人が、保険診療で

病院などにかかった場合に

支給されます。

【所得制限あり】

医療費の自己負担額の一部が支給されます。

※児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費を受給している人は、現況届の提出が必要です。

　現況届は毎年の所得状況や養育状況などを確認するためのものですので、町から現況届が送付されましたら必要事項

を記入のうえ、必ず提出してください（現況届の提出がない場合は、手当などの支給が受けられません）。

事業名 内　容 貸付金の種類 問合せ先

母子および

寡
か

婦
ふ

福祉資

金貸付制度

母子家庭の母親および寡婦の人

の経済的自立や、扶養しているお

子さんの福祉増進のために、必要

な資金を、無利子または低利でお

貸しします【一部所得制限あり】

事業開始資金、事業継続資金、修

学資金、技能習得資金、修業資金、

就職支度資金、医療介護資金、生

活資金、住宅資金、転宅資金、就

学支度資金、結婚資金　

資金内容、貸付限度額、利率、償

還期間などのくわしい内容は、役

場子ども課児童係または埼玉県西

部福祉事務所ｔ（283）6800 に

お問い合わせください。

事業名 内　容 問合せ先

短期入所

生活援助事業

保護者が疾病、疲労その他の身体上もしくは精神上または環境上の

理由により家庭において児童を養育することが一時的に困難となっ

た場合に、施設において必要な保護を行い、児童およびその家庭の

福祉の向上を図ることを目的としています。

役場子ども課児童係ｔ（295）

2112 内線 113、114

※利用に関しては、事前相談が必

要となります。

◆その他支援の手続きについて◆

◆児童手当などの手続きについて◆

　町では、子どもたちの健やかな成長を支援するため、こども医療費の支給事業などを行っています。下記に

該当する場合は、申請や現況届などの手続きが必要となりますので、お早めに手続きをお願いします。

問　役場子ども課児童係　ｔ（295）2112 内線 113・114

子どもたちの健やかな成長を支援します！
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INFORMATION

『
生
ご
み
の
減
量
化
講
座
』

生
ご
み
の
資
源
化
の
重
要
性

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

身
近
な
材
料
で
、
手
軽
に
生
ご

み
を
資
源
化
し
、
地
球
環
境
と
町

の
財
政
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

㊐　

第
１
回
／
６
月
21
日
土
午
前

10
時
～
正
午
、
第
２
回
／
７
月

５
日
土
午
前
10
時
～
正
午
、
第

３
回
／
７
月
19
日
土
午
前
10
時

～
正
午

内
容　

第
１
回
／
生
ご
み
の
堆
肥

化
の
必
要
性
、
第
２
回
／
生
ご

み
の
堆
肥
化
の
説
明
、
第
３
回

／
生
ご
み
の
堆
肥
化
の
実
演

場　

中
央
公
民
館
学
習
室

定　

各
回
と
も
先
着
40
人

申
・
問　

６
月
16
日
月
ま
で
に
役

　

場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ
内
線

２
１
１
に
申
込
み

郷
土
歴
史
講
座

『
崇す

う
と
く
じ
あ
と

徳
寺
跡
の
中
世
墓
地
』

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
や
文
献

記
録
か
ら
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
崇
徳
寺
跡
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

越
市
新
宿
町
１
―
１
―
１
）

内
容　

選
べ
る
パ
ソ
コ
ン
基
礎

コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
か
エ
ク
セ
ル

の
選
択
）

申　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）

に
①
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
１
回

平
日
コ
ー
ス
）、
②
郵
便
番
号
・

住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
６
月

13
日
金
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

●
第
２
回
平
日
コ
ー
ス

㊐　

７
月
14
日
月
、
15
日
火
、
16

日
水
、
17
日
木
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

埼
玉
県
大
宮
合
同
庁
舎
（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
１
―

１
２
４
）

内
容　

選
べ
る
パ
ソ
コ
ン
基
礎

コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
か
エ
ク
セ
ル

の
選
択
）
お
よ
び
就
業
支
援
セ

ミ
ナ
ー

申　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）

に
①
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
２
回

平
日
コ
ー
ス
）、
②
郵
便
番
号
・

住
所
、
③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
７
月

3
日
木
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

【
共
通
事
項
】

対　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は

寡
婦

料　

無
料

定　

各
回
20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

内
容　

養
育
体
験
談
、
里
親
制
度

説
明
、
個
別
面
談

主
催　

埼
玉
県
川
越
児
童
相
談
所

共
催　

は
つ
か
り
会
、
東
松
山
市

（
第
２
回
の
み
共
催
）

対　

埼
玉
県
内
に
在
住
で
、
里
親

制
度
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人

定　

各
回
先
着
40
人

料　

無
料

申　

第
１
回
／
６
月
９
日
月
か
ら
、

第
２
回
／
９
月
１
日
月
か
ら
川

越
児
童
相
談
所
ｔ
２
２
３
―

４
１
５
２
ま
で
電
話
で
申
込
み

※
里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
（
ｈh

ttp
:/

/

w
w

w
.p

re
f.s

a
ita

m
a

.lg
.jp

/

p
a
g
e
/
s
a
to

o
ya

q
a
a
.h

tm
l

）
。

問　

川
越
児
童
相
談
所
ｔ
２
２
３

―
４
１
５
２
、
役
場
子
ど
も
課

児
童
係
ｔ
内
線
１
１
３
・
１
１
４

『
平
成
26
年
度
ひ
と
り
親
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
に

向
け
、
就
業
に
必
要
な
技
能
と
知

識
を
習
得
し
、
就
職
活
動
を
充
実

さ
せ
る
機
会
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
第
１
回
平
日
コ
ー
ス

㊐　

６
月
25
日
水
、
26
日
木
午
前

10
時
～
午
後
４
時
、

場　

埼
玉
県
川
越
地
方
庁
舎
（
川

㊐　

６
月
28
日
土
午
後
１
時
30
分

　

～
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

定　

40
人

講
師　

内
野
勝ま

さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
町
文
化

　

財
審
議
委
員
長
）
お
よ
び
資
料

　

館
職
員

申
・
問　

６
月
26
日
木
ま
で
に
歴

　

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―
８

　

２
８
２
に
申
込
み

『
里
親
入
門
講
座
』

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
家
族
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
様
ざ

ま
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の

家
族
と
な
り
、
温
か
く
成
長
を
見

守
り
育
て
て
く
れ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
里
親
制

度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
里
親
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。
子
育
て
や
里
親
に
関

心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

㊐　

第
１
回
／
７
月
６
日
日
午
後

２
時
～
４
時
、
第
２
回
／
９
月

27
日
土
午
後
２
時
～
４
時

場　

第
１
回
／
川
越
児
童
相
談
所

（
川
越
市
宮
元
町
33
―
１
）、
第

２
回
／
東
松
山
市
総
合
会
館
第

３
会
議
室
（
東
松
山
市
松
葉
町

１
―
２
―
３
）

応
募
先
・
問　

（
公
財
）
埼
玉
県

　

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
ｔ
０
４

　

８
―
８
２
２
―
１
９
５
１
（
〒

　

３
３
０
―
０
０
７
４
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
北
浦
和
５
―
６
―
５

埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
内
）

手
話
講
習
会
『
入
門
課
程
』

参
加
者
募
集

㊐　

７
月
17
日
木
～
11
月
27
日
木

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
７
時
～

９
時
（
全
20
回
）

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

対　

手
話
の
経
験
が
な
く
、
講
習

会
修
了
後
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
え
る
町
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
人

定　

先
着
20
人

申
・
問　

６
月
20
日
金
ま
で
に
役

場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ
内
線

１
１
６
・
１
１
７
に
申
込
み
（
電

子
申
請
可
）。
詳
し
く
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
ｈh

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

o

ro
ya

m
a
.s

a
ita

m
a
.jp

）。

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時
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で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

㊐　

６
月
11
日
水
、
25
日
水
午
後

１
時
40
分
～
４
時
40
分
（
午
後

１
時
30
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
～
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

㊐　

６
月
15
日
日
午
前
９
時
～
午

後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

場　

越
生
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
（
越
生
町
大
字
小
杉
３

　

０
８
―
１
）

内
容　

生
梅
の
販
売
、
梅
製
品
の

販
売
、
梅
料
理
講
習
会
、
地
場

産
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
、
模
擬

店
（
売
切
れ
次
第
終
了
）

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
農
林
担

当
ｔ
２
９
２
―
３
１
２
１
内
線

１
４
７

『
第
10
回
梅
フ
ェ
ア
』

　
　
　
　
　
　

（
越
生
町
）

年
１
回
の
「
か
ら
だ
点
検
＝
特
定
健
診
」
し
て
ま
す
か
？

健
診
は
健
康
管
理
の
交
差
点
！

　
　

青
色
信
号
で
元
気
に
前
進
！

　

皆
さ
ん
は
、
定
期
的
に
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？　

そ
し
て
、

健
診
を
受
け
た
後
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
？　

健
診
を
受
け
た
こ

と
に
満
足
し
て
、そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
が

青
色
信
号
な
ら
安
心
で
す
が
、
黄

色
や
赤
色
信
号
と
な
っ
た
場
合
は
、

一
度
立
ち
止
ま
り
、
自
身
の
生
活

習
慣
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毛
呂
山

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
を
対
象
に
「
特
定
健
診
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目
的
と

し
た
健
診
で
す
。

半
数
以
上
の
人
が

糖
・
脂
質
検
査
で
要
注
意
！

　

平
成
24
年
度
、
毛
呂
山
町
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の

特
定
健
診
に
お
い
て
、
半
数
以
上

の
人
が
「
血
糖
検
査
（
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
Ａ
１
ｃ
）」、「
血
中
脂
質
検
査

（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪

玉
））」
で
要
指
導
判
定
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
が
高
い
状

態
が
続
く
と
、
動
脈
硬
化
が
進
み
、

糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

小
さ
な
気
づ
き
と
行
動
で

　
　

か
ら
だ
は
変
え
ら
れ
ま
す
！

　

か
ら
だ
は
毎
日
の
食
事
や
運
動

な
ど
で
作
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

日
々
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
よ
り
良
い
状
態
に
整
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
健

診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
人
を
対
象
に
「
健
康
ま

毛も

ろ呂
ー
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
で
は
、
す
ぐ
に
取

り
組
め
る
簡
単
な
健
康
管
理
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
人
は
、
教
室
を
と
お

し
て
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
改
善
ポ
イ
ン
ト
に
気
づ
き
、

行
動
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
成
果
が
健
診
結
果
に
も
表
れ

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
に
「
健

康
ま
毛も

ろ呂
ー
教
室
」
に
参
加
し
た

人
の
翌
年
度
の
健
診
結
果
を
比
較

す
る
と
、
多
く
の
項
目
で
改
善
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
気
づ
き

と
行
動
で
、
か
ら
だ
は
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

「
健
康
ま
毛も

ろ呂
ー
教
室
」
の
他
に
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
の
予
防
教
室

や
、
無
理
な
く
取
り
組
め
る
運
動

を
紹
介
す
る
教
室
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
今
後
、広
報
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

　

生
活
習
慣
で
か
ら
だ
は
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
、ぜ
ひ
保
健
セ
ン
タ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
加
入

先
の
医
療
保
険
者
（
協
会
け
ん
ぽ
・

健
保
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）
ま

た
は
、
職
場
な
ど
の
保
険
を
担
当

す
る
係
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―

５
５
１
１
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INFORMATION

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習

支
援
係
ｔ
内
線
５
２
２
、
ｆ

２
９
５
―
３
９
３
９
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
第
40
回
毛
呂
山
町
音
楽

祭
」
出
演
団
体
募
集

毛
呂
山
町
合
併
60
周
年
記
念
事
業

㊐　

11
月
８
日
土
午
後
０
時
30
分

開
演
、
午
後
４
時
終
演
予
定

対　

町
内
を
中
心
に
音
楽
活
動
を

実
践
し
て
い
る
小
学
生
以
上
で

構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
（
吹
奏

楽
・
器
楽
・
コ
ー
ラ
ス
・
そ
の

他
楽
器
演
奏
）

※
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。

申　

開
催
要
項
添
付
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
７
月
15
日
火
ま

で
に
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
催
要
項
は
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
・
東
公
民
館
・

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
２

町
立
保
育
園
夏
期
ア
ル
バ

イ
ト
募
集

募
集
人
員　

４
人

応
募
資
格　

19
歳
以
上
で
保
育
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
人

勤
務
期
間　

７
月
28
日
月
～
８
月

29
日
金

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

賃
金　

時
給
８
1
０
円

申
・
問　

７
月
16
日
水
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

子
ど
も
課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３

　

７
・
１
３
８
ま
で
提
出

毛
呂
山
町
振
興
計
画
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

振
興
計
画
審
議
会
は
、
町
政
運

営
の
基
本
方
向
を
示
す
総
合
振
興

計
画
策
定
に
関
し
調
査
審
議
を
行

う
審
議
会
で
す
。
平
成
28
年
度
を

初
年
度
と
す
る
第
五
次
毛
呂
山
町

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
、
前
期

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
ご
審

議
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容　

年
に
数
回
開
催
さ
れ
る
審

議
会
で
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

任
期　

平
成
26
年
７
月
ご
ろ
か
ら

２
年
間

応
募
資
格　

20
歳
以
上
で
、
本
町

に
引
き
続
き
３
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
（
町
議
会
議
員
、
町

の
行
政
委
員
会
の
委
員
、
町
職

員
を
除
く
）

募
集
人
数　

３
人
以
内
（
書
類
選

考
に
よ
り
決
定
）

応
募
方
法　

６
月
27
日
金
ま
で
に

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
役
場
企
画
財
政
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出

※
応
募
申
込
書
は
企
画
財
政
課
に

設
置
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
企

画
財
政
課
ペ
ー
ジ
（
ｈh

ttp
://

w
w

w
.to

w
n

.m
o
ro

ya
m

a
.s

a
it

a
m

a
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
・
問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画

係
ｔ
内
線
３
２
１

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
内
容　

学
童
保
育
に
関
す
る

こ
と

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
時
間　

小
学
校
夏
期
休
業
中

の
月
～
土
曜
日
で
シ
フ
ト
に
よ

り
３
～
５
時
間

勤
務
場
所　

町
内
学
童
保
育
所

賃
金　

高
校
生
８
０
０
円
、
一
般
・

大
学
生
８
５
０
円

申
・
問　

６
月
14
日
土
ま
で
に
、

川
角
学
童
ｔ
２
９
５
―
５
０
８

　

４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

パ
ー
ト
募
集

勤
務
内
容　

学
童
保
育
に
関
す
る

こ
と

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
時
間　

小
学
校
授
業
終
了
後

の
月
～
金
曜
日
お
よ
び
土
曜
日

児
童
館
夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

児
童
と
の
あ
そ
び
な

ど
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
18
歳

以
上
の
学
生
（
高
校
生
不
可
）

勤
務
期
間　

７
月
23
日
水
～
８
月

30
日
土

勤
務
時
間　

毎
週
火
～
土
曜
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

（
昼
休
み
１
時
間
）

勤
務
場
所　

児
童
館

賃
金　

時
給
８
1
０
円

申
・
問　

７
月
４
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
児
童

館
ｔ
２
９
５
―
４
１
１
１
ま
で

提
出

「
成
人
の
つ
ど
い
」
企
画
運

営
委
員
募
集

　

来
年
、
成
人
を
迎
え
る
皆
さ

ん
！　

平
成
27
年
１
月
11
日
日
開

催
の
「
成
人
の
つ
ど
い
」
の
企
画

運
営
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
思

い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
ま

し
ょ
う
！

活
動
内
容　

９
月
以
降
、
月
２
回

の
会
議

申
・
問　

６
月
30
日
月
ま
で
に
教

で
シ
フ
ト
に
よ
り
２
～
３
時
間

勤
務
場
所　

町
内
学
童
保
育
所

賃
金　

一
般
・
大
学
生
８
５
０
円

申
・
問　

６
月
14
日
土
ま
で
に
、

川
角
学
童
ｔ
２
９
５
―
５
０
８

　

４
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
文
芸
も
ろ
や
ま
」

　
　
　

第
40
号
作
品
募
集

●
短
歌
／
雑
詠　

１
人
３
首
以
内

●
俳
句
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
川
柳
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
随
筆
／
自
由
題　

１
人
１
点

　

（
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
５
枚
以

内
、
た
だ
し
題
名
は
除
く
）

●
詩
／
自
由
題　

１
人
２
編
以
内

（
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

応
募
資
格　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人
。
ま
た
は
近
隣
市
町

に
在
住
の
人
。

応
募
上
の
注
意
点　

作
品
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

・
作
品
は
縦
書
き
、
楷か

い
し
ょ書

で
常
用

漢
字
を
使
用
し
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①
住

所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
③

ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、
④
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
）
・
詩
】

・
作
品
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

試
験
日　

▽
第
１
次
試
験
／
９
月

７
日
日
、
▽
第
２
次
試
験
／
10

月
16
日
木
～
24
日
金
の
い
ず
れ

か
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日
時　

問　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
ｔ
０
４
８
―
６
０
０ 

―
３
１
１
１（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
）

平
成
26
年
度
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
サ
ポ
ー
タ
募
集

　

中
学
校
の
相
談
室
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
教
育
相
談
の
補
助
）
を

し
ま
せ
ん
か
！

対　

教
員
を
目
指
し
て
い
る
、
ま
た

は
心
理
学
・
社
会
福
祉
学
な
ど
を

学
ん
で
い
る
大
学
生
・
大
学
院
生

内
容　

教
員
、
相
談
員
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
補
助

場　

中
学
校
内
の
相
談
室
や
市
町

村
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

活
動
日
時　

週
１
回
、
１
日
３
～

４
時
間
程
度

募
集
期
間　

４
月
か
ら
10
月
ご
ろ

ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
（
ｈh

ttp
:/

/

w
w

w
.p

re
f.s

a
ita

m
a
.lg

.jp
/
p

a
g
e
/
s
u

tyu
-
d
e
n

n
to

.h
tm

i

）

問　

埼
玉
県
教
育
委
員
会
生
徒
指

導
課
ｔ
０
４
８
―
８
３
０
―
６

　

７
４
５

税
務
職
員
募
集

受
験
資
格　

①
平
成
26
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
お
よ
び
平
成
27

年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
、
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

資
格
に
準
ず
る
と
認
め
る
人　

試
験
内
容　

高
等
学
校
卒
業
程
度

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

申　

６
月
23
日
月
午
前
９
時
か
ら

　

７
月
２
日
水
（
受
信
有
効
）
ま

で
に
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ

　

ス
し
て
、説
明
に
従
い
入
力
（
ｈ

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.

g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

）

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

申　

６
月
23
日
月
か
ら
６
月
26
日

　

木
（
通
信
日
付
印
有
効
）
ま
で

　

に
第
１
次
試
験
地
（
さ
い
た

ま
市
）
を
管
轄
す
る
人
事
院

関
東
事
務
局
（
〒
３
３
０
―

９
７
１
２
さ
い
た
ま
市
中
央
区

新
都
心
１
―
１
さ
い
た
ま
新

都
心
合
同
庁
舎
１
号
館
）
ｔ

０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
７

に
申
請
書
を
提
出

※
郵
送
ま
た
は
持
参
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。

に
縦
書
き
、
楷
書
で
常
用
漢
字

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
常
用

漢
字
以
外
の
漢
字
が
使
用
さ
れ

た
場
合
は
、
主
催
者
側
で
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）、

④
電
話
番
号
、
⑤
題
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
、

随
筆
20
字
×
１
０
０
行
、
詩
20

字
×
20
行
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
句
読
点
も
一
字
と
し
ま
す
。

応
募
期
間　

６
月
９
日
月
～
７
月

15
日
火
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

中
央
公
民
館
窓
口
へ

直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
フ
ァ

ク
ス
可
）

※
応
募
者
全
員
に｢

文
芸
も
ろ
や

ま｣

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

入
選
以
上
に
選
ば
れ
た
応
募
者
に

は
、
賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
、
東
公

民
館
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
、
ウ
ィ

ズ
も
ろ
や
ま
、
図
書
館
、
山
根
荘

に
置
い
て
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

中
央
公
民
館｢

文
芸
も

　

ろ
や
ま｣

係
（
〒
３
５
０
―
０

　

４
６
５
毛
呂
山
町
岩
井
西
１
―

　

15
―
１
）
ｔ
２
９
４
―
１
２
５

　

０
、
ｆ
２
９
４
―
１
０
４
０　

あ
い
あ
い
作
業
所

非
常
勤
職
員
募
集

職
種　

職
業
指
導
員

職
務
内
容　

障
害
を
持
っ
た
人
へ

の
職
業
指
導
お
よ
び
職
業
訓
練

（
就
職
に
向
け
て
の
支
援
）

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

要
普
通
自
動
車
免
許

（
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
が
で
き

れ
ば
な
お
可
）

勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

勤
務
場
所　

あ
い
あ
い
作
業
所

（
川
角
４
４
９
―
１
）

賃
金　

時
給
９
６
０
円
（
社
会
保

険
加
入
、
賞
与
あ
り
）

試
験
方
法　

面
接
試
験

採
用
予
定
日　

７
月
１
日
火
（
応

相
談
）

申
・
問　

６
月
16
日
月
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
社
会

福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５
―
３
１

　

１
１
ま
で
提
出

「
も
ろ
っ
こ
キ
ャ
ン
プ
２
０

１
４
」
参
加
者
募
集

日
に
ち　

８
月
22
日
金
～
24
日
日

（
２
泊
３
日
）

場　

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
（
飯
能
市
）

説
明
会　

７
月
26
日
土
午
後
１
時

か
ら
（
場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

対　

町
内
在
住
の
小
学
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
、
キ
ャ
ン
プ

の
全
日
程
と
説
明
会
の
両
方
に

参
加
で
き
る
人

定　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
と
き

は
厳
正
に
抽
選
し
ま
す
）

※
兄
弟
や
友
だ
ち
同
士
で
応
募
し

た
場
合
で
も
、
抽
選
の
結
果
に
よ

り
一
緒
に
参
加
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

料　

７
０
０
０
円
（
説
明
会
の
と

き
に
集
金
）

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

申　

６
月
24
日
火
（
必
着
）
ま
で

に
、
官
製
は
が
き
に
①
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
②
性
別
、
③
生

年
月
日
、
④
住
所
、
⑤
電
話
番

号
、
⑥
学
校
名
、
⑦
学
年
、
⑧

保
護
者
氏
名
を
明
記
し
、
毛
呂

山
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

学
習
支
援
係
（
〒
３
５
０
―

０
４
９
３
毛
呂
山
町
中
央
２
―

１
）
に
郵
送
（
持
込
可
）

※
６
月
26
日
木
以
降
に
、
抽
選
結

果
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

※
キ
ャ
ン
プ
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
（
中

学
生
か
ら
30
歳
ぐ
ら
い
ま
で
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION

ば
棒
針
、
毛
糸　

講
師
／
末す

え
き木

久

子
さ
ん　

問
／
ｔ
２
９
４
―
４
３

６
４
嶋
田

『
山
根
荘
ダ
ン
ス
同
好
会
』

会
員
募
集

　

高
齢
者
ダ
ン
ス
同
好
会
で
す
。

初
め
て
の
人
も
楽
し
く
踊
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
や
さ
し
く
教
え

ま
す
。
昼
食
を
共
に
し
て
楽
し
い

時
間
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
午
前

10
時
30
分
か
ら　

場
／
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
山
根
荘　

会
費
／
月
額

５
０
０
円
（
入
会
金
１
０
０
０
円
）

※
山
根
荘
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い　

問
／
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
５
伊
賀

リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
『
か

ん
が
る
ー
』
メ
ン
バ
ー
募
集

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
学
ん
だ
力
は
一

生
の
宝
物
！　

親
子
で
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
ピ
ア
ノ
の
音

に
合
わ
せ
て
走
っ
た
り
、
止
ま
っ

た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
。
み
ん

な
生
き
生
き
！　

積
極
的
に
挑
戦

で
き
る
子
を
育
て
ま
す
。
ゲ
ー
ム

も
あ
る
よ
♪

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前

10
時
か
ら　

場
／
中
央
公
民
館
視

聴
覚
室　

対
／
歩
き
は
じ
め
か
ら

入
園
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護

『
入
間
郡
民
卓
球
大
会
』

㊐
／
７
月
６
日
日
午
前
９
時
開
会

（
午
前
８
時
30
分
開
場
受
付
）　

場

／
越
生
町
中
央
公
民
館
内
体
育
館

種
目
／
男
・
女
各
シ
ン
グ
ル
ス　

料
／
無
料　

試
合
方
法
／
予
選
リ

ー
グ
後
に
上
位
お
よ
び
下
位
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
分
か
れ
て
試
合
を
行

い
ま
す
。（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
試
合

後
、
抽
選
に
よ
る
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ

ル
ス
の
試
合
を
行
い
ま
す
。）　

対

／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
学
生

を
除
く
）　

申
・
問
／
６
月
18
日

水
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
、
男
女
別
を
記
入
し
て
ｔ
・
ｆ

２
９
５
―
０
６
２
４
毛
呂
山
卓
球

連
盟
松
田
ま
で
フ
ァ
ク
ス
に
て
申

込
み『

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

～
コ
マ
ク
サ
の
群
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

本
白
根
山
～

㊐
／
７
月
20
日
日
午
前
６
時
中
央

公
民
館
発　

行
き
先
／
本
白
根
山

（
歩
３
時
間
）　

料
／
５
０
０
０
円

（
申
込
み
時
に
集
金
）　

定
／
先
着

35
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

申
／
７
月
６
日
日
午
前
９

時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で
中
央

公
民
館
で
受
付　

問
／
毛
呂
山
町

体
育
協
会
山
岳
部
ｔ
０
９
０
―
１

８
４
５
―
６
４
３
６
本
多

『
歌
謡
サ
ー
ク
ル
は
な
み
ず
き
』

会
員
募
集

　

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
会
員
一
同
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　

場
／
東
公
民
館　

会
費
／
月
額
１
８
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

問
／
ｔ
２
９
４

―
６
７
８
８
豊

と
よ
い
ず
み

泉

『
毛
呂
山
女
声
コ
ー
ラ
ス

第
二
回
定
期
演
奏
会
』

　

懐
か
し
い
童
謡
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
映
画
音
楽
な
ど
、
皆
さ
ん
の

良
く
ご
存
じ
の
曲
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

㊐
／
６
月
21
日
土
午
後
1
時
30
分

か
ら
（
午
後
１
時
開
場
）　

場
／

東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル　

料
／

無
料　

問
／
ｔ
２
９
４
―
０
７
３

５
金
子

『
毛
呂
東
陶
芸
ク
ラ
ブ
』

会
員
募
集

　

当
サ
ー
ク
ル
で
は
、
各
自
作
り

た
い
物
を
先
生
の
ご
指
導
で
作
陶

し
ま
す
。
関
心
と
興
味
を
お
持
ち

の
人
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
一
度
体
験
か
見
学
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
／
東

公
民
館　

講
師
／
井
野
喬た

か
しさ

ん

会
費
／
年
額
３
０
０
０
円
、
月
額

２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
ｔ
２
９
５
―
１
２
３
８
長お

さ

だ田

『
を
ど
り
く
ら
ぶ
』

会
員
募
集

　

新
舞
踊
に
興
味
の
あ
る
人
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。
見
学
も
お
気
軽
に
。

㊐
／
毎
月
３
回
水
曜
日
午
前
９
時

～
正
午　

場
／
東
公
民
館　

会
費

／
入
会
金
１
０
０
０
円
、
指
導
料

１
回
に
つ
き
１
０
０
０
円　

問
／

ｔ
２
９
４
―
４
２
６
０
岩
井

『
ス
ワ
ン
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
』

社
交
ダ
ン
ス
マ
ス
タ
ー
無
料
体
験

　

プ
ロ
の
丁
寧
な
指
導
で
社
交
ダ
ン

ス
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
中
級
ス
テ
ッ
プ
の

美
し
い
表
現
力
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

㊐
／
６
月
14
日
土
・
28
日
土
午
前

９
時
～
正
午
（
全
2
回
）　

場
／

東
公
民
館　

対
／
ど
な
た
で
も　

定
／
先
着
10
人　

持
ち
物
／
ダ
ン

ス
靴
（
上
履
き
・
運
動
靴
可
）、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど
（
動
き
や

す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
）　

申
・
問
／
６
月
１
日
日
か
ら
15
日

日
ま
で
に
ｔ
０
８
０
―
４
３
５
０

―
２
２
７
３
片
居
木
ま
で
申
込
み

『
Ｓ
Ｄ
ダ
ン
ス
』

無
料
体
験
教
室

　

プ
ロ
の
現
役
競
技
選
手
に
よ
る

基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン
。
特
に
体

の
使
い
方
の
指
導
は
絶
品
。
初
心

者
の
人
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

㊐
／
６
月
12
日
木
・
26
日
木
午
後

６
時
30
分
～
９
時
30
分
（
全
２
回
）

場
／
東
公
民
館　

対
／
ど
な
た
で

も　

定
／
先
着
10
人　

持
ち
物
／

ダ
ン
ス
靴（
上
履
き
・
運
動
靴
可
）、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど
（
動
き
や

す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
）　

申
・
問
／
６
月
１
日
日
か
ら
15
日

日
ま
で
に
ｔ
０
９
０
―
８
１
７
５

―
０
１
７
５
嶋
田
ま
で
申
込
み

『
手
編
み
の
会
』
会
員
募
集

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
、

手
編
み
を
楽
し
む
会
で
す
。
や
さ

し
い
先
生
に
手
編
み
の
基
礎
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
後

１
時
～
３
時　

場
／
中
央
公
民
館

会
費
／
月
額
１
５
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

持
ち
物
／
あ
れ
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

②
里
親
体
験
談
（
里
親
さ
ん
の
ナ

マ
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う
）、
③

元
里
子
の
体
験
談
（
里
親
さ
ん
の

家
で
過
ご
し
た
元
里
子
さ
ん
か
ら

本
音
を
聞
い
て
み
よ
う
）　

料
／

無
料　

定
／
先
着
30
人　

申
・
問

／
社
会
福
祉
法
人
同
仁
学
院
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
シ
ャ
ロ
ー
ム

ｔ
０
４
２
―
９
８
９
―
１
５
３
５

（
ｅd

o
u
jin

-s
h
ie

n
@

d
o
u
jin

.o
r. 

jp

）
ま
で
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
込
み

『
城
西
短
期
大
学
女
性
学
講
座
』

韓
国
現
代
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　
　
　
　
　
　
　

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

韓
国
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
現
代
ド

ラ
マ
）
は
現
在
の
韓
国
文
化
を
知

る
た
め
の
良
い
教
材
で
す
。
ド
ラ

マ
に
描
か
れ
た
文
化
構
造
や
女
性

像
、
男
性
像
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

女
性
学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
視

座
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
６
月
21
日
土
、
28
日
土
、
７

月
５
日
土
、
19
日
土
、
26
日
土
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
／

城
西
短
期
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

13
―
３
０
３
教
室
（
坂
戸
市
け
や

き
台
１
―
１
）　

料
／
無
料　

定

／
先
着
80
人　

申
／
事
前
申
込
不

要　

問
／
城
西
短
期
大
学
事
務
室

ｔ
２
７
１
―
７
７
３
０

59
―
１
）　

内
容
／
学
校
概
要
説

明
、
校
内
見
学
、
質
疑
応
答
、
給

食
指
導
見
学
な
ど　

申
／
不
要　

問
／
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
ｔ

０
４
２
―
９
８
５
―
４
３
９
１

『
介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
』

　

介
護
職
員
と
し
て
従
事
し
て
い

る
人
や
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
介
護
に

役
立
つ
医
学
的
知
識
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。

㊐
／
７
月
10
日
木
、
24
日
木
午
前

９
時
～
午
後
４
時　

場
／
県
立
川

越
高
等
技
術
専
門
校
（
〒
３
５
０

―
０
０
２
３
川
越
市
並
木
５
７
２

―
１
）　

料
／
２
０
０
０
円　

申
・

問
／
６
月
１
日
日
か
ら
10
日
火
ま

で
に
県
立
川
越
高
等
技
術
専
門
校

ｔ
２
３
５
―
７
０
７
０
に
往
復
は

が
き
、
ま
た
は
電
子
申
請
（
ｈh

tt

p
:/

/
w

w
w

.p
re

f.s
a
ita

m
a
.lg

.

jp
/
s
o
s
h

ik
i/

j1
8

/

）
で
申
込
み

『
里
親
制
度
普
及
講
座
』

さ
く
っ
！

と
わ
か
る
里
親
制
度

～
家
族
と
暮
ら
せ
な
い

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
～

㊐
／
７
月
12
日
土
午
前
10
時
～
正

午　

場
／
社
会
福
祉
法
人
同
仁
学

院
（
日
高
市
高
麗
川
１
―
５
―
28
）

内
容
／
①
里
親
っ
て
な
あ
に
？

（
里
親
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
）、

ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
６
月
29
日
日
正
午
～
午
後
３

時　

場
／
神
愛
ホ
ー
ム
（
大
谷
木

２
１
４
―
１
、
山
根
神
社
南
）　

共
催
／
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会　

問

／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
ｔ

２
９
４
―
０
０
４
０

『
第
４
回
も
ろ
丸
く
ん
カ
ッ

プ
』
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

㊐
／
７
月
６
日
日
午
前
９
時
か
ら

場
／
総
合
公
園
体
育
館　

内
容
／

混
合
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
ほ

の
ぼ
の
と
楽
し
み
た
い
「
ほ
の
ぼ
の

ブ
ロ
ッ
ク
」
と
ガ
ン
ガ
ン
勝
ち
進
み

た
い
「
熱
血
ブ
ロ
ッ
ク
」
各
８
チ
ー

ム
ず
つ
募
集
し
ま
す
。
登
録
人
数

は
、
１
チ
ー
ム
12
人
ま
で
登
録
可

（
コ
ー
ト
内
で
は
必
ず
女
子
３
人
、

男
子
３
人
で
構
成
）。
ネ
ッ
ト
の
高

さ
▽
２
メ
ー
ト
ル
24
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル　

参
加
資
格
／
18
歳
以
上
で

町
内
在
住
、
在
勤
者
お
よ
び
そ
の

友
だ
ち
、
家
族
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
で
い
る
人
な
ど　

申･

問
／
６
月
13
日
金
ま
で
に
用
紙
に

①
参
加
ブ
ロ
ッ
ク
名
、
②
チ
ー
ム

名
、
③
代
表
者
氏
名
、
④
代
表
者

の
連
絡
先
、
⑤
参
加
選
手
名
・
年

齢
を
記
載
の
う
え
、
毛
呂
山
町
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
鎌
北
ｔ
・
ｆ

２
９
４
―
６
７
５
４
ま
で
申
込
み

※
６
月
22
日
日
午
後
７
時
か
ら
中

者　

料
／
１
０
０
円
（
体
験
費
）

※
事
前
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

問
／
ｔ
０
８
０
―
６
６
３
６
―
９

２
７
２
鶴
田
、
ｔ
２
９
５
―
６
９

１
１
山
本
（
ｅp

u
n

k
ic

h
e
n

.u
n

d
.

a
n

to
n

@
t.v

o
d

a
fo

n
e
.n

e
.jp

）

『
毛
呂
山
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
出
演
者
募
集

㊐
／
９
月
28
日
日
午
後
２
時
か
ら

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ　

内
容
／
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

演
奏　

演
奏
時
間
／
一
組
10
分
以

内　

演
奏
人
数
／
ソ
ロ
お
よ
び
少

人
数
（
６
人
ま
で
）
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル　

参
加
費
／
一
組
１
０
０
０

円
（
舞
台
使
用
料
含
む
）　

対
／
町

内
お
よ
び
近
隣
に
在
学
・
在
住
・

在
勤
の
人　

申
・
問
／
７
月
31
日

木
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
事

務
局
新
井
ｔ
２
９
５
―
０
９
１
９
、

ｆ
２
９
５
―
６
６
２
８
（
〒
３
５
０

―
０
４
６
１
毛
呂
山
町
中
央
４
―

19
―
12
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
申
込
み

『
第
22
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
』

　

２
月
か
ら
延
期
に
な
っ
た
バ

ザ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
を
神
愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。

央
公
民
館
で
代
表
者
会
議
を
行
い

ま
す
。

『
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
』

学
校
公
開

　

埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学

校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
本
校
の
教
育
に
つ
い

て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

㊐
／
７
月
１
日
火
午
前
９
時
30
分

～
正
午　

場
／
県
立
毛
呂
山
特
別

支
援
学
校（
川
角
1
０
２
4
―
１
）

対
／
本
校
に
入
学
、
転
学
を
考
え

て
い
る
人
、
保
護
者
、
幼
稚
園
・

保
育
園
関
係
者
、
本
校
の
教
育
に

関
心
の
あ
る
人
、
そ
の
他
学
校
教

育
関
係
者
な
ど　

内
容
／
学
校
概

要
説
明
、
授
業
見
学
、
学
校
見
学
、

懇
談
、
質
疑
応
答　

問
／
県
立
毛

呂
山
特
別
支
援
学
校
ｔ
２
９
４
―

７
２
０
０

『
日
高
特
別
支
援
学
校
』

学
校
公
開

　

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

で
は
、
特
別
支
援
教
育
（
肢
体
不

自
由
）
に
関
心
を
お
持
ち
の
人
に

学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

㊐
／
６
月
19
日
木
午
前
10
時
～
午

後
０
時
50
分　

場
／
県
立
日
高

特
別
支
援
学
校
（
日
高
市
高
富
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INFORMATION

ウォーキングを始めませんか

問　役場住民課国保年金係　ｔ（295）2112 内線 128

　「歩く」ことは、骨
こつそしょうしょう

粗鬆症・糖尿病・老化などを防いだり、高血圧を抑えたりする効果があるといわれています。
楽しみながら体力の向上にもつながるウォーキングで、健康を手に入れましょう。

■ウォーキングの効果
　ウォーキングには、たくさんの効果があるといわれています。そのなかで代表的なものをご紹介します。
　血 流を良くするä 高血圧の原因の１つである動脈硬化は、血管の内側にコレステロールなどが付着して血管が

狭くなることで起こります。歩いて筋肉を動かすことで、毛細血管が発達します。すると血液の流れが良く
なり、コレステロールの付着を防ぎます。

　体 力の向上ä ウォーキングは酸素を取り込む有酸素運動のため、実践することで心肺機能が高まり、体力の向
上を図ることができます。体力が向上することで、風邪をひきにくくすることが期待できます。

■ 国保いきいきウォーキング事業
町国保では、昨年に引き続き１００万歩をめざして歩く「いきいきウォーキング事業」を行います。

【内容】　受付の際、万歩計を貸与しますので、記録表に歩数を記入し、平成２６年１１月３０日までの５か月
　間で１００万歩を目指して歩いていただきます。コースは自由。目標達成者には、完歩賞を贈呈し、健康講
　座を行います。ただし、昨年参加した人につきましては、現在貸与中の万歩計をご利用ください。

【対象者】　町内に在住の 40 歳以上の人
【申込み】　・役場住民課国保年金係ｔ内線１２８（土・日曜日は除く）
　　　　　・保健センターｔ２９４—５５１１（土・日曜日は除く）
　　　　　・中央公民館ｔ２９４—１２５０（土・日曜日は除く）
　　　　　・歴史民俗資料館ｔ２９５—８２８２（月曜日は除く）

【受付期間】　６月１６日（月）～３０日（月）

■ 完歩賞授与式および健康講座
平成２５年度は、７月から１１月までの５か月間で１００万歩を達成した人に対し、完歩賞の授与と健康講座
を行いました。健康講座では、健康運動指導士の西沢敬二さんを招き、「歩いて健康、歩きながら足腰鍛えて
元気になろう」をテーマに、講義が行われました。

「子育て世帯臨時特例給付金」のご案内

問　役場子ども課児童係　ｔ（295）2112 内線 113・114

■申請先
　毛呂山町役場子ども課児童係
　（平成 26 年１月１日時点で住民票が毛呂山町にあ
　る人が対象です）
※平成 26 年１月２日より後に毛呂山町へ転入して
きた人は、 平成 26 年１月１日時点で住民票のある
市区町村が申請先となりますので、ご注意ください。
■提出書類
　申請書および関係書類

　「子育て世帯臨時特例給付金」の申請後に「臨時福
祉給付金」の対象者であることが判明したときは、「臨
時福祉給付金」が優先となり、再度申請が必要とな
りますので、ご了承ください。詳しくは、担当窓口
にお尋ねください。

臨時福祉給付金に関する問合せ
　役場福祉課地域福祉係
　ｔ２９５—２１１２
　厚生労働省（給付金共通）専用ダイヤル
　ｔ５７０—０３７—１９２
※臨時福祉給付金については、広報７月１日号で詳
しく紹介します。

　消費税率の引上げに伴い、子育て世帯の家計への負
担を軽減させるため、児童手当を受給している人に「子
育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

■ 支給額
対象児童１人につき 1 万円

■ 支給対象者
次のどちらの要件も満たす人
①平成 26 年１月分の児童手当・特例給付を受給
②平成 25 年の所得が児童手当の所得制限限度額未満

■ 対象児童
　支給対象者の平成 26 年１月分の児童手当・特例
給付の対象となる児童。ただし、次の児童は対象外
です。
・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
・生活保護制度の被保護者にあたる児童

　平成 26 年１月分の児童手当の対象となっている受
給者については、案内書および申請書を送付します。
　また、公務員については、職場より発行された「児
童手当受給状況証明書」および振込口座（受給対象者
のもの）が確認できる書類が必要となります。
■申請期間
　６月 13 日（金）～ 12 月 12 日（金）
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

毛呂山町介護予防ボランティア養成講座

問　役場高齢者支援課高齢者福祉係　ｔ（295）2112 内線 118・156・157

肝炎ウイルス検診（40 歳以上で未受診者のみ）のお知らせ

　地域の高齢者を対象とした介護予防教室など、介護予防に役立つ情報の提供や体操の指導・サポートを行うボ

ランティアを養成するための講座です。あなたの力を地域の健康づくりのために活かしてみませんか。

日　程 月　日 内　容

１ 7 月 10 日（木）開講式オリエンテーション、事業説明、運動の導入

２ 7 月 17 日（木）高齢者の特徴と課題、運動による効果

３ 7 月 24 日（木）ボランティアの役割、接し方、教室の運営方法

４ 7 月 31 日（木）実技、講義

５ 8 月   7 日（木）実技、講義

６ 8 月 21 日（木）実技、講義

７ 8 月 28 日（木）実技、講義

８ 9 月   4 日（木）運動実技、グループワーク、閉講式

時　間　午前９時３０分～１１時３０分

対象者　 ４０歳以上で介護予防に関心があり、講座終了後、地域で積極的に介護予防体操の指導などの活動がで

きる人

定　員　３０人（申込み多数の場合は抽選）

会　場　東公民館

費　用　500 円程度（ボランティア保険代）

申込み　 6 月 12 日（木）から高齢者支援課高齢者福祉係の窓口で受け付けます（申込み用紙に記入）。 

※申し込み用紙は、ホームページ（ｈ http://www.town.moroyama.saitama.jp）からダウンロードできます。

その他　全日程参加した人に「介護予防ボランティア認定証」を交付します。

　　　　養成講座終了後、毛呂山町介護予防ボランティア「ゆずフィット」で活動していただきます。

問　保健センター　ｔ（294）5511　

　毛呂山町の平成 24 年の肝炎治療受給者証交付件

数は 91 件です。人口 1,000 人あたりで比較すると

埼玉県の 1.04 人に対し、毛呂山町は 2.33 人であ

り地域として、とても高い状況です。肝炎ウイルス

は感染時期が明確ではないことや自覚症状がないこ

とが多いため、適切な時期に治療を受ける機会がな

く、本人が気づかないうちに肝硬変や肝がんへ移行

する病気です。毛呂山町でも、自覚症状がない感染

者が多く存在することが予測されます。肝炎ウイル

ス検査を受けたことがない人は、一度検査を受けて

みることをお勧めします。

日　程

場　所　保健センター

時　間　午前 11 時 15 分

定　員　各 10 人

対象者　満４０歳以上の人（今年度４０歳になる人

　を含む）で以下①～⑤の項目のいずれにも当ては

まらない人

　①過去に C 型肝炎ウイルス検査を受けたことがあ

　る人

　② C 型肝炎の治療を受けたことがある人・受けて

　いる人

　③ B 型肝炎の治療を受けている人

　④大きな手術（開胸手術、開腹手術など）などを

　受けたことがあり、定期的に肝機能検査を受け

　ている人

　⑤（女性のみ）妊娠・分娩時に多量に出血したこ

　とがあり、定期的に肝機能検査を受けている人

内　容　血液検査

検診料　無料

月　日 申込み期間

　6 月 27 日（金）　6 月　6 日（金）～ 20 日（金）

　7 月　8 日（火）
　6 月　6 日（金）～ 30 日（月）

　7 月　9 日（水）

　9 月　5 日（金）　8 月 11 日（月）～ 29 日（金）

10 月　1 日（水）　9 月 10 日（水）～ 24 日（水）

10 月 24 日（金）10 月　3 日（金）～ 17 日（金）
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